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名
田
島
自
治
会
連
合
会

会 

長
　
藤
　
山
　
光
　
美

名
田
島
地
域
づ
く
り
に
向
け
て

四
月
に
改
組
名
田
島
自
治
会
連
合
会
（
地
域

づ
く
り
協
議
会
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

新
連
合
会
の
今
年
の
活
動
方
針
の
一
項
目
に
、

「
今
年
を
連
合
会
の
見
直
し
・
革
新
の
年
と
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。
「
革
新
」
の
「
革
」
は
ぶ
ど

う
酒
を
入
れ
る
革
袋
の
こ
と
で
、
革
新
と
は
革
袋

を
新
し
く
す
る
こ
と
で
す
。

こ
と
わ
ざ
（
マ
ル
コ
福
音
書
）
に
、
「
新
し

い
酒
は
新
し
い
革
袋
に
」
と
あ
り
ま
す
が
、
入
れ

物
で
あ
る
革
袋
（
組
織
）
が
新
し
く
な
れ
ば
、
内

容
物
で
あ
る
酒
（
事
業
）
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く

新
し
い
も
で
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
月
末
に
配
布
し
た
地
域
づ
く
り
協
議
会
設

立
資
料
で
示
し
ま
し
た
よ
う
に
、
連
合
会
の
改
組

と
と
も
に
名
田
島
地
域
づ
く
り
五
ヵ
年
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
地
域
づ
く
り
の
課
題
を
、

①
　
社
会
参
加
・
情
報
発
信
（
連
帯
感
の
醸
成
）

総

務

部

会

②
　
教
育
･
文
化
（
子
供
の
健
全
育
成
）

生
涯
学
習
部
会

③
　
保
健
・
福
祉
（
助
け
合
い
精
神
）

健
康
福
祉
部
会

④
　
居
住
環
境
（
環
境
整
備
・
美
化
）

生
活
環
境
部
会

⑤
　
安
心
・
安
全
　
　
　
　
　
　
防

災

部

会

の
五
分
野
に
分
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
活
動
計
画
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、
そ

れ
ぞ
れ
を
名
田
島
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
る
五
部

会
で
実
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
そ
の
目
標
と
し
て
、

基
本
目
標
…「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
名
田
島
」

活
動
目
標
…「
自
然
を
大
切
に
す
る
名
田
島
」

「
あ
い
さ
つ
が
よ
く
交
わ
さ
れ
て
い
る
名
田
島
」

「
安
心
・
安
全
な
名
田
島
」

を
目
指
し
ま
す
。

　
よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
が
で
き
て
も
、
そ
れ
が

実
行
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
、
「
絵
に
描
い
た
餅
」

で
す
し
、
「
仏
作
っ
て
魂
入
ず
」
で
す
。
そ
こ
で
、

四
月
に
改
組
名
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会
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入
れ
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く
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。
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の
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を
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①
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災

部

会

の
五
分
野
に
分
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
具
体
的

な
活
動
計
画
及
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、
そ

れ
ぞ
れ
を
名
田
島
各
種
団
体
で
構
成
さ
れ
る
五
部

会
で
実
施
し
て
い
く
も
の
で
す
。

　
そ
の
目
標
と
し
て
、

基
本
目
標
…「
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
名
田
島
」

活
動
目
標
…「
自
然
を
大
切
に
す
る
名
田
島
」

「
あ
い
さ
つ
が
よ
く
交
わ
さ
れ
て
い
る
名
田
島
」

「
安
心
・
安
全
な
名
田
島
」

を
目
指
し
ま
す
。

　
よ
い
地
域
づ
く
り
計
画
が
で
き
て
も
、
そ
れ
が

実
行
に
移
さ
れ
な
け
れ
ば
、
「
絵
に
描
い
た
餅
」

で
す
し
、
「
仏
作
っ
て
魂
入
ず
」
で
す
。
そ
こ
で
、

前
述
の
活
動
を
行
な
う
際
の
方
針
と
し
て
、

①
　
連
合
会
の
主
な
役
割
を
、
情
報
の
交
換
・
連

絡
及
び
各
種
団
体
の
連
携
・
調
整
の
場
と
す
る
。

②
　
各
種
団
体
の
主
体
性
・
自
主
性
を
尊
重
す
る
。

③
　
計
画
の
策
定
及
び
実
行
は
、
衆
議
を
も
っ
て

決
す
る
。

④
　
本
年
を
連
合
会
の
見
直
し
・
革
新
の
年
と
す

る
。

⑤
　
各
部
会
は
、
名
田
島
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

活
動
を
行
な
う
。

を
掲
げ
ま
し
た
。

　
第
①
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
の
名
田
島

自
治
会
連
合
会
の
活
動
方
針
の
第
①
項
は
、
「
情

報
の
連
絡
・
調
整
」
で
し
た
が
、
改
組
連
合
会
で

は
加
入
団
体
が
大
幅
に
増
え
、
拡
充
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
「
各
種
団
体
の
連
携
・
調
整
」
が
新
た
に

付
け
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
第
②
項
は
、
各
種
団
体
の
役
割
・
組
織
・
機
能

面
及
び
財
政
面
の
主
体
性
・
自
主
性
を
尊
重
す
る

も
の
で
す
。

　
第
③
項
は
、
計
画
を
立
て
た
り
実
行
し
た
り
す

る
際
は
、
み
ん
な
で
よ
く
話
し
合
っ
て
や
り
ま
し

ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
第
④
項
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
ま
し
た
。

　
第
⑤
項
は
、
各
部
会
を
始
め
と
す
る
連
合
会
の

活
動
は
、
名
田
島
全
体
さ
ら
に
は
（
近
郊
）
他
地

域
の
情
勢
を
展
望
し
た
鳥
瞰
の
下
に
行
な
い
ま
し

ょ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
以
上
、
名
田
島
地
域
づ
く
り
の
目
標
、
計
画
、

及
び
計
画
を
進
め
て
い
く
上
で
の
活
動
方
針
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。
住
み
よ
い
、
生
き
よ
い

名
田
島
を
目
指
し
て
の
、
協
働
に
よ
る
名
田
島
地

域
づ
く
り
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
宜
し
く
ご
指

導
・
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
地
域
づ
く
り
が
元
気
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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①
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。
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四
月
十
四
日
に
新
し
い
連
合
会
が

発
足
し
ま
し
た
。

　
「
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
」
の

ス
タ
ー
ト
で
す
。

　

主
な
活
動
計
画
と
し
て

①　

地
域
づ
く
り
計
画
の
推
進

　
　

規
約
の
目
的
に
も
あ
り
ま
す
様

に
、
名
田
島
地
区
内
の
各
種
団
体
、

各
役
員
と
連
携
を
密
に
し
て
住
み

た
い
・
住
ん
で
よ
か
っ

た
、
と
言
え
る
様
な
地

域
づ
く
り
を
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

②　

広
報
活
動
と
し
て

「
田
園
」発
行

　
　

目
標
と
し
て
、
六
月

上
旬
と
三
月
下
旬
の
発

行
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

③　
「
国
体
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」

　

花
い
っ
ぱ
い

運
動
は
、
平
成

二
十
三
年
十
月

「
山
口
国
体
」
に

向
け
昨
年
か
ら

今
年
は
二
年
目
の
取
り
組
み
に
な

り
ま
す
が
、
内
容
は
殆
ど
前
回
と

同
様
で
、、推
奨
花
の（
サ
ル
ビ
ア
・

ブ
ル
ー
サ
ル
ビ
ア
・
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
）
の
三
種
類
に
な
る
よ
う
で

す
。

　

以
上
取
り
組
み
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
地
域
の

皆
様
、
ま
た
、
関
係
各
位
の
ご
指
導

と
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。

誕
生

「
名
田
島
自
治
会
連
合
会
」

部
会
長　

三
浦　

功
次

自
治
会
5
部
会
の
こ
の
1
年

総
務
部
会

　

今
年
度
、
生
涯
学
習
部
会
は
、
15

団
体
、
17
名
の
部
会
員
メ
ン
バ
ー
で

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
次
の
こ
と

を
推
進
し
ま
す
。

　
「
ふ
る
里
探
訪
」
に
つ
い
て
は
、

名
田
島
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら

　

名
田
島
に
は
、
名
所
旧
跡
や
干
拓

の
歴
史
、
農
産
物
の
生
産
拠
点
等
の

顔
が
あ
り
ま
す
が
、
地
区
の
皆
さ
ん

が
ふ
る
里
に
誇
り
と
愛
着
を
感
じ
る

原
点
は
、
先
祖
が
生
活
し
、
大
切
に

守
り
伝
え
て
き
た
名
所
旧
跡
を
訪
れ
、

そ
の
謂
れ
を
知
る
こ
と
で
培
わ
れ
ま

す
。
ま
た
来
年
、
山
口
国
体
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
名
田
島
に
来
訪

さ
れ
る
方
々
に
名
田
島
を
紹
介
し
、

地
区
内
を
巡
っ
て
頂
く
案
内
書
と
し

て
も
、「
名
田
島
ふ
る
里
マ
ッ
プ
」

が
必
要
と
考
え
、
作
成
す
る
こ
と
に

致
し
ま
し
た
。
作
成
に
つ
い
て
は
、

部
会
の
委
員
と
歴
史
に
見
識
を
お
持

ち
の
方
を
含
め
た
メ
ン
バ
ー
で
協
議

し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

地
区
の
皆
様
の
情
報
提
供
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

小
学
校
改
築
に
向
け
設
計
調
査
始

ま
る

　

小
学
校
改
築
に
つ
い
て
は
、
管
理

棟
、
学
習
棟
な
ど
校
舎
に
関
わ
る
も

の
や
、
体
育
館
や
幼
稚
園
を
含
め
た

全
体
像
に
関
わ
る
事
が
あ
る
こ
と
か

部
会
長　

岡
本　

紀
稔

ら
地
区
と
し
て
は
、
設
計
調
査
の
状

況
や
結
果
を
把
握
し
、
将
来
を
見
据

え
た
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点

と
し
て
の
学
校
を
目
指
し
、
要
望
す

べ
き
こ
と
は
迅
速
に
対
処
し
て
参
り

ま
す
。

　

教
育
の
場
の
学
校
は
、
安
心
、
安

全
を
基
盤
に
「
学
力
の
向
上
」
や
「
健

や
か
な
体
づ
く
り
」
が
図
ら
れ
、「
豊

か
な
心
」
が
育
ま
れ
る
事
が
求
め
ら

れ
い
る
こ
と
か
ら
先
生
方
、
児
童
の

保
護
者
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
考
え
、
検
討
し
よ
り
良
い
環

境
づ
く
り
に
参
画
す
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
小
学
校
教
育
振
興
会

は
「
鋳
銭
司
小
学
校
」「
陶
小
学
校
」

等
の
現
地
見
学
を
実
施
し
、
意
見
集

約
し
て
、
自
治
会
連
合
会
と
の
会
合

が
５
月
22
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
教
育
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会

が
月
１
回
計
画
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
２

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
活
動
さ
れ
た
状
況
や

生
涯
学
習
部
会　

会議の様子

花いっぱい運動

ふるさとの文化財南蛮樋

小学校教育振興会との交流

現在の図書室の様子

国
体（
リ
ハ
ー
サ
ル
）幟
完
成 国体の推奨花３種類

生涯学習部会の様子
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平
成
二
十
二
年
度
よ
り
、
名
田
島

自
治
会
連
合
会
（
地
域
づ
く
り
協
議

会
）
の
発
足
に
よ
り
、
今
ま
で
の

土
木
部
会
が
「
生
活
環
境
部
会
」
に

部
会
名
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
種
関
連
団
体
及
び
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
名
田
島
地
域
で

の
、
生
活
環
境
の
改
善
及
び
安
心
な

生
活
の
た
め
の
事
業
推
進
、
地
域

の
活
性
化
を
図
る
部
会
で
す
。

一
、
二
十
一
年
度
活
動

①　

土
木
に
関
す
る「
要
望
事
項
」

行
政
へ
の
陳
情
、
七
・
八
・
二

月
と
当
期
三
回
実
施
し
ま
し
た
。

環
境
整
備
安
全
対
策

　
　

環
境
美
化
へ
の

　
　
　
　
　

取
り
組
み

部
会
長　

福
田　

啓
亮

生
活
環
境
部
会

　
　

八
月
陳
情
に
つ
い
て
は
、
七

月
二
十
一
日
、
活
発
な
梅
雨
前

線
の
影
響
で
山
口
地
方
は
局
地

的
に
、
猛
烈
な
雨
に
見
舞
わ
れ
、

当
地
区
も
断
水
と
な
り
又
、
向

山
集
落
に
お
い
て
は
床
上
浸
水
、

中
川
堤
防
は
、
決
壊
の
恐
れ
等

の
災
害
に
関
す
る
要
望
を
急
遽

取
り
ま
と
め
行
政
へ
陳
情
、
急

を
要
す
る
物
件
に
お
い
て
は
、

至
急
対
応
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

②　

椹
野
川
公
園
、
潟
上
中
学
校

通
学
路
の
草
刈
り
、
立
竹
木
伐

採
・
清
掃
を
名
田
島
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
と
協
働
に
て
実

施
し
ま
し
た
。

③　

市
道
管
理
モ
デ
ル
事
業
で
、

区
域
の
美
化
維
持
管
理
が
実
施

さ
れ
、
支
援
金
と
し
て
各
集
落

へ
三
万
円
配
布
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
会
は
単
位
自
治
会

（
民
生
部
会
員
）
を
含
め
、
11
団
体

に
よ
り
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

名
田
島
に
お
け
る
少
子
化
・
高
齢

化
の
問
題
が
農
業
就
労
者
の
高
齢
化

や
深
刻
な
担
い
手
・
後
継
者
不
足
の

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
時
、

や
は
り
地
域
住
民
が
「
元
気
」
で
あ

る
事
と「
健
康
」が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

健
康
福
祉
部
会
で
は「
生
涯
現
役
」

を
目
標
に
掲
げ
、
健
康
づ
く
り
と
健

食
の
安
全
・
振
興
と

　
　
　
　
　

健
康
福
祉

部
会
長　

福
永　

立
美

健
康
福
祉
部
会

康
の
増
進
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
齢
者
や
健
康
ブ
ー
ム
（
ダ
イ

エ
ッ
ト
）
等
に
よ
る
低
栄
養
、
栄
養

失
調
の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
、
子
供
達
の
食
育
の

推
進
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
講
習
、

「
地
産
・
地
消
」
を
推
進
す
る
料
理

講
習
の
実
施
等
を
社
会
福
祉
協
議
会
、

福
祉
員
協
議
会
、
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
等
の
ご
協
力
や
ご
指
導
を
頂

き
、
各
種
団
体
の
主
体
性
・
自
主
性

を
尊
重
し
な
が
ら
共
に
連
携
し
、
活

動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

食
の
安
全
安
心
に
向
け
て
残
留
農

薬
等
の
研
修
実
施
、
不
法
投
棄
等
の

確
認
（
看
板
付
近
の
草
刈
）、
空
き

家
の
調
査
の
実
施
を
し
て
若
者
の
定

住
促
進
、
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ナ
ー
向
上

運
動
の
継
続
等
を
行
い
ま
す
。
皆
様

の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま

す
。 不

法
投
棄
看
板
の
下
の
草
刈
り

環
境
美
化
の
奉
仕
作
業

要望事項の現地視察

地
区
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
は
、
名

田
島
小
学
校
改
築
対
策
協
議
会
を
開

催
し
、
集
約
、
検
討
し
て
教
育
委
員

会
へ
上
申
致
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治

会
連
合
会
で
検
討
す
べ
き
事
柄
は
、

生
涯
学
習
部
会
や
運
営
委
員
会
で
審

議
い
た
し
ま
す
の
で
皆
様
の
忌
憚
な

い
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

学
童
の
安
心
安
全
を
守
る

　

今
年
度
「
名
田
島
み
ま
も
り
隊
」

の
体
制
を
紹
介
（
敬
称
略
）
し
ま
す
。

隊　

長
：
中
村　

芳
男

（
青
少
年
健
全
育
成
地
区
民
会
議
会
長
）

副
隊
長
：
山
田　

満
徳

（
小
学
校
教
育
振
興
会
会
長
）

副
隊
長
：
藤
山　

光
美

（
自
治
会
連
合
会
会
長
）

隊
員
は
60
名
。
各
地
区
の
世
話
人
は
、

島
上
：
野
村
宗
成　

島
下
：
浅
原
道

男　

東
開
作
：
末
富
長
治　

向
山
：

内
田
武
義　

岡
本
紀
稔　

新
開
作
：

亀
山
み
さ
子　

昭
和
：
国
重
悦
子

西
開
作
上
：
田
中
敏
昭　

西
開
作
下
：

井
本
あ
ゆ
み
の
み
な
さ
ん
で
す
。
隊

員
の
研
修
会
へ
の
参
加
や
交
流
会
開 見まもり隊の様子

催
を
行
い
、
子
ど
も
さ
ん
の
安
全
対

策
に
万
全
を
期
し
て
参
り
ま
す
。

　

通
学
路
の
草
刈
に
つ
い
て
は
、
小

学
校
教
育
振
興
会
（
５
月
）、
青
少

年
健
全
育
成
地
区
民
会
議
（
８
月
）

が
計
画
し
た
作
業
へ
、
部
会
メ
ン

バ
ー
は
勿
論
、
集
落
の
皆
さ
ん
も
ご

参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
防
犯
灯
球
切

れ
等
の
消
灯
へ
の
対
応
は
、
気
付
い

た
者
が
集
落
の
防
犯
担
当
者
へ
連
絡

し
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
を

頂
く
こ
と
で
、
迅
速
な
処
置
に
努
め

て
参
り
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
域
の
活
性
化
と
進
展
は
、
地
区

民
の
参
画
と
連
携
が
基
盤
で
す
。
み

ん
な
で
住
み
易
い
名
田
島
づ
く
り
に

行
動
し
ま
し
ょ
う
。



4

平成22年6月10日

環
境
美
化
の
奉
仕
作
業

炊
き
出
し
実
習 非

常
食

二
、
二
十
二
年
度
の
活
動
計
画

①　

道
路
、
河
川
、
里
山
の
安
全

対
策
整
備

イ　

未
解
決
「
要
望
事
項
」
の

着
工
を
行
政
等
へ
、
再
度
陳

情
い
た
し
ま
す
。

ロ　

今
期
「
要
望
事
項
」
を
各

集
落
に
提
出
依
頼
、
取
り
ま

と
め
行
政
及
び
関
係
者
へ
改

善
依
頼
を
し
ま
す
。

②　

環
境
美
化

イ　

各
種
団
体
と
協
働
支
援
に

よ
る
草
刈
り
等
、
実
施
予
定

ロ　

道
路
環
境
美
化
補
助
金

　
　

昨
年
度
は
、
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
各
集
落
へ
三
万
円
渡

し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
モ

デ
ル
が
外
さ
れ
、
予
算
と
し

て
最
高
四
万
円
を
交
付
し
、

実
費
請
求
し
て
も
ら
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

ハ　

名
田
島
ボ
ラ
ン
テ
ァ
ク
ラ

　

今
年
度
、

防
災
委
員
を

中
心
に
八
月

二
十
九
日
、

日
曜
日
に
地

域
交
流
セ
ン

タ
ー
を
拠
点

で
、
東
開
作 部

会
長　

中
村　

芳
男

防
災
部
会

集
落
を
対
象
と
し
て
、
避
難
訓
練
、

全
集
落
を
対
象
と
し
て
、
情
報
伝
達

訓
練
の
実
施
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ぼ
う
ぼ
う
ネ
ッ
ト
事

務
局
長
の
講
演
も
予
定
し
て
お
り
、

　

炊
き
出
し
委
員
の
協
力
を
得
て
、

非
常
食
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

尚
、
水
害
に
備
え
て
水
防
用
土
砂

を
新
開
作
西
集
会
所
の
西
側
と
、
名

田
島
小
学
校
の
東
側
の
二
か
所
に
、

ま
た
、
土
嚢
袋
は
地
域
交
流
セ
ン
タ

ー
に
常
備
し
て
お
り
ま
す
。

緊
急
時
に
は
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

　

関
係
機
関
の
ご
指
導
、
地
域
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

一　

あ
い
さ
つ
運
動
と
環
境
美
化

　

社
協
が
本
年
度
呼
び
か
け
て
い

る
の
は
、
あ
い
さ
つ
運
動
と
環
境

美
化
運
動
で
す
。
来
年
の
秋
に
は

南
総
合
セ
ン
タ
ー
で
国
体
（
成
年

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）
が
行
わ
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
た
く
さ
ん
の
選

手
た
ち
が
名
田
島
に
集
ま
っ
て
き

ま
す
。
温
か
い
お
も
て
な
し
を
し

た
い
も
の
で
す
。

二　

敬
老
会
や
慰
霊
祭

　

社
協
の
主
な
行
事
は
、
敬
老
会
、

慰
霊
祭
、
愛
の
献
血
な
ど
で
す
。

ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等

に
見
守
り
活
動
や
、
ふ
れ
あ
い
給

食
、
会
食
会
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
活
動
は
民
生
・
児
童
委

員
、
福
祉
員
、
婦
人
会
、
社
協
理

事
が
お
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

三　

い
き
い
き
や
か
た
の
利
用

　

い
き
い
き
や
か
た
は
、
名
田
島

郵
便
局
の
隣
に
あ
り
ま
す
。
六
十

歳
以
上
の
高
齢
者
が
自
由
に
利
用

で
き
ま
す
。
趣
味
の
会
と
か
、
同

窓
会
と
か
、
打
ち
合
わ
せ
と
か
に

利
用
で
き
ま
す
。
現
在
八
団
体
が

定
期
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
日
の
午
後
に
は
管
理
人
が
い
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

（
℡
九
七
二
―
一
一
三
五
）。
ま
た
、

こ
こ
に
社
協
の
事
務
局
を
置
い
て

社
会
福
祉
協
議
会
の

　
　
　

活
動
に
つ
い
て

会
長　

林　
　

政
雄

社
会
福
祉
協
議
会

い
ま
す
。

四　

感
謝
・
感
謝

　

社
協
は
、
地
区
の
皆
様
か
ら
た

く
さ
ん
の
ご
支
援
を
頂
い
て
い
ま

す
。
各
戸
か
ら
社
協
会
費
三
〇
〇

円
、
敬
老
会
費
五
〇
〇
円
、
慰
霊

祭
費
三
〇
〇
円
で
す
。
ま
た
、
香

典
返
し
の
寄
付
金
が
二
十
一
年
度

は
十
八
名
様
百
三
十
七
万
円
に
達

し
ま
し
た
（
こ
の
う
ち
社
協
に
七

十
三
万
五
千
円
）。
大
変
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
山
口
市
や

山
口
市
社
協
か
ら
の
補
助
金
や
委

託
金
を
含
め
て
収
入
合
計
が
三
百

十
四
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
支
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、

敬
老
会
や
慰
霊
祭
な
ど
の
行
事
や

地
域
福
祉
活
動
や
研
修
な
ど
の
事

業
、
地
区
内
の
諸
団
体
へ
の
補
助

金
な
ど
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
赤
い
羽
根
募
金
や
歳
末

助
け
合
い
募
金
に
も
温
か
い
ご
支

援
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あいさつ運動の看板

ブ
（
代
表　

大
林
基
宏
氏
ほ

か
十
五
名
）
引
き
続
き
募
集

し
て
い
ま
す
。

三
、
植
樹
推
進

　

二
十
二
年
度
よ
り
、
新
規
事
業

と
し
て
、
未
来
に
美
し
い
景
観
を

残
す
地
域
づ
く
り
で
、
桜
な
ど
の

植
樹
を
行
う
計
画
に
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
部
会
に
地
域
の
皆
様
の

ご
協
力
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

小学校東側

新開作西集会所
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か
っ
て
は
、
公
民
館
運
営
審
議
会

と
し
て
、
公
民
館
活
動
の
推
進
運
営

に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
平

成
二
十
一
年
四
月
よ
り
地
域
住
民
の

意
向
が
反
映
し
や
す
く
活
動
出
来
る

よ
う
に
と
名
称
が
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
と
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴

い
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

と
し
て
発
足
し
、
活
動
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
、

協
議
を
行
い
、
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者

を
は
じ
め
、
幅
広
い
地
域
の
要
望
が

反
映
出
来
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

構
成
メ
ン
バ
ー
は
十
四
人
を
も
っ

て
組
織
し
、
市
長
が
委
嘱
し
ま
す
。

一　

地
域
団
体
の
関
係
者

二　

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
の
関

係
者

三　

セ
ン
タ
ー
の
利
用

団
体
の
関
係
者

　

任
期
は
二
年
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
方
針
は
次

の
通
り

　

地
区
民
が
地
域
の
各

種
活
動
に
参
加
し
、
ふ

れ
あ
い
を
深
め
ら
れ
る

よ
う
郷
土
の
文
化
の
振

興
、
健
康
増
進
の
た
め

の
活
力
あ
る
社
会
体
育

の
推
進
、
学
習
活
動
の

運
営
協
議
会
と
は

運
営
協
議
会会

長　

木
村　

恒
之

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

一
環
と
し
て
各
種
学
級
の
開
設
、
活

動
グ
ル
ー
プ
の
育
成
を
行
う
と
と
も

に
社
会
教
育
関
係
団
体
及
び
地
域
の

各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地

区
民
が
一
人
で
も
多
く
参
加
出
来
る

よ
う
活
動
を
行
う
。

主
な
事
業

一　

教
育
事
業

　

婦
人
学
級
の
開
設
、
サ
マ
ー
ス

タ
デ
ィ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
、
そ

の
他
の
各
種
講
座
の
開
設

　

私
達
、
地
域
婦
人
会
の
多
様
な
実

践
活
動
に
対
し
ま
し
て
地
域
の
皆
様

婦
人
会
活
動
の

　
　
　
　

ひ
と
こ
ま

会
長　

松
永　

君
子

婦　

人　

会

の
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
に
先
ず

以
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
い
歴
史
の
中
で
婦
人
会
活
動
内

容
も
変
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
が
、
今
、

私
達
の
、
周
り
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
も
山
積
み
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
一
つ
に
交
通
安
全
運
動
の

展
開
、
自
動
車
等
の
激
増
に
伴
う
、

高
齢
者
交
通
事
故
の
多
発
、
歩
行
者

や
自
転
車
利
用
に
夜
の
光
を
届
け
る

反
射
材
の
利
用
、
事
故
防
止
に
努
め

る
学
習
で
安
全
意
識
の
徹
底
を
図
り
、

交
通
安
全
母
の
会
と
し
て
祈
願
と
研

修
を
し
ま
す
。

　

青
少
年
健
全
育
成
地
区
民
会
議
で

は
秋
に
火
の
山
登
山
の
弁
当
作
り
に

協
力
し
、
一
月
に
は
七
草
粥
を
作
り

子
ど
も
達
の
健
康
を
願
い
「
は
し
」

の
運
び
を
嬉
し
く
眺
め
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
活
動
で
は
、
戦
没
者
慰

霊
祭
や
敬
老
会
で
の
演
芸
に
参
加
し

ま
す
。
芸
は
創
作
で
す
が
会
員
の
息

の
合
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ァ
活
動
で
す
。

　

私
達
婦
人
会
は
、「
備
え
あ
れ
ば

憂
い
な

し
」
と
、

婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
で

災
害
時
の

非
常
時
炊

き
出
し
、

救
急
法
・

消
防
普
通

救
命
講
習

会
な
ど
、

秋
は
火
災

予
防
な
ど

二　

文
化
事
業

　
　

名
田
島
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

三　

体
育
事
業

　

地
区
民
体
育
大
会
・
市
主
催
体

育
行
事
の
参
加
・
地
区
民
各
種
体

育
行
事
・
学
校
施
設
開
放
事
業
・

ス
ポ
ー
ツ
各
種
サ
ー
ク
ル
の
育

成
・
あ
る
け
あ
る
け
大
会

四　

青
少
年
育
成
事
業

　

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
づ
く
り
教

室
・
子
ど
も
会
議
・
青
少
年
健
全

育
成
地
区
民
会
議
を
中
心
と
し
て

展
開
し
て
い
る
行
事

五　

そ
の
他

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促

進
・
図
書
室
の
図
書
の
充
実
と
利

用
促
進
、
移
動
図
書
館
「
ぶ
っ
く

ん
」
の
利
用
促
進
、
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
だ
よ
り
の
発
行
等
、
活
動

推
進
に
必
要
な
運
営
費
は
市
補
助

金
と
繰
越
金
、
貯
金
利
息
等
を
充

て
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
等
、

地
区
を
あ
げ
て
の
行
事
に
つ
い
て

は
自
治
会
連
合
会
、
社
会
福
祉
協

議
会
、
社
会
教
育
後
援
会
等
の
団

体
を
始
め
と
し
、
地
元
法
人
企
業

か
ら
も
ご
援
助
戴
き
な
が
ら
運
営

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

消防普通救命

敬
老
会
で
の
演
芸

サマースタディでプロペラ飛行機作り

地
区
民
体
育
大
会

呼
び
か
け
パ
レ
ー
ド
を
し
ま
す
。
一

月
は
消
防
出
初
式
に
参
加
し
ま
す
。

豚
汁
と
ぜ
ん
ざ
い
を
前
日
よ
り
準
備

し
て
、
寒
い
中
、
観
閲
行
進
を
見
学

さ
れ
る
皆
さ
ん
に
接
待
し
、
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
活
動
の
中
か
ら
一
人
一
人

の
心
掛
け
で
ゴ
ミ
等
分
別
も
始
ま
り
、

生
活
実
践
か
ら
問
題
点
が
見
つ
か
る

と
一
人
で
は
出
来
な
い
こ
と
も
仲
間

と
の
交
流
の
中
で
、
解
決
出
来
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
婦
人
会
単
独
で
の
講

座
や
研
修
も
難
し
く
な
っ
て
参
り
ま

し
た
の
で
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る
、
生
き
活
き
ハ
ー
モ

ニ
ー
講
座
に
参
加
も
多
く
な
り
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
び
楽
し
い
ふ
れ

あ
い
の
場
と
な
り
、
長
年
続
く
嬉
し

い
講
座
で
す
。

　

人
と
人
と
が
つ
な
が
り
合
う
こ
と

の
難
し
い
時
代
で
す
が
、
少
し
で
も

地
域
の
皆
様
の
お
役
に
立
つ
活
動
を

進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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自
治
会
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
お

り
ま
す
と
お
り
防
犯
灯
を
皆
様
の
要

望
に
そ
っ
て
新
し
く
十
三
灯
設
置
し

ま
し
た
。

　

各
集
落
毎
の
設
置
状
況
を
お
知
ら

せ
し
、
地
区
民
こ
ぞ
っ
て
管
理
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
長　

中
村　

治
美

防
犯
対
策
協
議
会

名
田
島
地
区

　

防
犯
灯
設
置
状
況
と

　
　
　
　
管
理
に
つ
い
て

　

交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
交

通
事
故
の
な
い
安
心
・
安
全
な
名
田

島
地
区
を
め
ざ
し
て
、
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

通
常
は
、
市
の
交
通
安
全
対
策
協

議
会
や
山
口
南
交
通
安
全
協
会
と
連

携
し
た
年
間
活
動
計
画
に
添
っ
た
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

基
本
方
針
と
し
て
は
、
交
通
事
故

の
な
い
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
は
、
私
た
ち
市
民
す
べ
て

の
願
い
で
す
。

　

悲
惨
な
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
た

め
、
交
通
安
全
対
策
協
議
会
を
中
心

会
長　

浅
原　

利
夫

交
通
安
全
対
策
協
議
会

に
関
係
機

関
、団
体
、

地
域
住
民

と
よ
り
一

層
緊
密
な

連
携
を
図

り
、
住
民

総
参
加
の

交
通
安
全

思
想
を
普

及
し
、
交

通
安
全
運

動
を
推
進

し
て
行
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
春
の
交
通
安
全
運
動
は
終

わ
り
ま
し
た
が
、
山
口
南
交
通
安
全

協
会
管
内
で
高
齢
者
の
死
亡
事
故
が

四
件
発
生
し
、
交
通
事
故
多
発
警
報

が
発
令
さ
れ
、
更
に
一
週
間
運
動
期

間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ほ
ど
最
近
の
交
通
事
故
で
高

齢
者
の
死
亡
事
故
が
、
特
に
農
村
部

で
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
農
村
地
域
特
有
の
交
通
事

故
に
今
後
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
農
耕
車
と
の
事
故

で
す
。
当
地
区
で
は
、
五
月
末
か
ら

六
月
中
は
麦
秋
、
そ
の
後
、
田
植
え

の
時
期
を
迎
え
農
家
と
し
て
は
、
一

年
間
で
一
番
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま

す
。

　

そ
れ
だ
け
に
、
農
村
地
域
特
有
の

農
耕
車
等
と
一
般
車
の
接
触
や
死
亡

事
故
に
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
最

近
の
農
耕
車
等
は
大
型
化
し
、
し
か

も
ス
ピ
ー
ド
が
出
ま
す
。
農
繁
期
に

は
昼
夜
を
問
わ
ず
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー

の
走
行
や
特
に
夜
間
で
は
照
明
不
足

が
ち
な
コ
ン
バ
イ
ン
等
危
険
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
危
険
を
予
防
す
る
た
め

に
も
先
ず
、
農
家
自
ら
が
危
険
箇
所

を
知
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
み
ん
な

が
注
意
す
れ
ば
、
事
故
は
起
こ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
当
地
区
は
、
圃
場
整

備
に
よ
り
道
路
が
縦
・
横
立
派
に
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
変
見
通
し

も
良
い
と
こ
ろ
で
事
故
が
多
く
、
死

亡
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

見
通
し
の
良
い
立
派
な
道
路
で
も

絶
え
ず
左
右
を
確
認
し
て
、
安
全
運

転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
を
定
め
て
実
施
す
る
運
動

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　

七
月　

七
日
（
水
）
か
ら

　
　

七
月
十
六
日
（
金
）
ま
で

　

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
　

九
月
二
十
一
日
（
火
）
か
ら

　
　

九
月　

三
十
日
（
木
）
ま
で

　

年
末
年
始
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　
　

十
二
月
十
日
（
金
）
か
ら

　
　
　

一
月
三
日
（
月
）
ま
で

　

防
犯
灯
の
故
障
を
見
つ
け
ら
れ
ま

し
た
ら
各
集
落
の
防
犯
対
策
協
議
会

委
員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

委
員
の
方
は
、
地
域
交
流
セ
ン

タ
ー
に
故
障
場
所
の
防
犯
灯
を
お
知

ら
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

名田島地区防犯灯設置状況一覧表 （Ｈ22.4.1 現在）

※通＝通学路

連番 集落名 委員 設置場所表示防犯灯数 連番 集落名 委員 設置場所表示防犯灯数
 1 島　　上 末岡　光廣 12  名田島 11H03
      名田島 19
     通 名田島 20H01M02
      名田島 20H05
     通 島 7
     通 島 9
     通 島 5
     通 島 4
     通 島 3M01
     通 島 3M03
     通 島 2
     通 名田島
 2 島　　下 岡崎　欽一 3  名田島線 25T01H02
     通 名田島 29
     通 名田島 33H01M01
 3 東 開 作 原田　和弘 2 通 名田島 2-8L-1
     通 名田島線 47M01
 4 向 山 上 有冨　俊男 7  名田島線 65-03
      名田島線 66-01H01
     通 名田島線 68
     通 名田島線 72
     通 東開作 8
     通 東開作 9
     通 東開作 10
 5 向 山 中 末本　正行 5 通 名田島 84M01
     通 名田島線 66-2- 左 3
     通 名田島線 66-2
     通 北 3-15L6
     通 名田島線 078-M-01
 6 向 山 下 佐分利　隆 6 通 名田島線 90K02

     通 名田島線 97
     通 名田島線 102
      二島線 10M04
      二島線 10M02
     通 向山下会館前
 7 新開作東 福永　茂男 2 通 干拓 07H01
     通 干拓 09H01
 8 新開作西 小林　初博 6 通 名田島線 115
     通 百間 012
      百間 15H04
     通 名田島 128
     通 名田島 125
     通 西 9
 9 新開作沖 金子　正明 4 通 名田島線 137-M05
     通 名田島線 137H01
     通 名田島線 140
      昭和西 24M02
 10 昭 和 東 右田　和人 3 通 干拓 19
     通 干拓 17-01
     通 干拓 32
 11 昭 和 西 西　　正文 4 通 昭和西 14
     通 干拓 42
     通 干拓 36T01
     通 開作 14
 12 西開作上 金子　和正 5  名田島連絡28H11
      名田島連絡 26H01
     通 ふしの川 5
     通 フシノガワ18左 3
     通 フシノガワ22
 13 西開作下 山本　博丈 1 通 西開作 14M04

危 険 箇 所

見
通
し
良
い
が
危
険
道
路

　

住
み
よ
い
山
口

　

い
つ
も
心
に
交
通
安
全
！！

　

事
故
の
な
い
安
心
安
全
な

　
　

名
田
島
を
め
ざ
し
て
！！
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活動方針
１．本連合会の主な役割を、情報の交換・連絡
及び各種団体の連携・調整の場とする。
２．各種団体の主体性・自主性を尊重する。
３．計画の策定及び実行は、衆議をもって決する。
４．本年を連合会の見直し・革新の年とする。
５．各部会は、名田島全体を視野に入れた活動
を行う。

事業計画
総務部会
・地域づくり計画の推進
・イベントの企画・運営協力、国体花いっぱい
運動
・広報の発行

生涯学習部会
・ふる里探訪
・小学校改築促進活動の推進
・通学路の安全対策、見守り隊活動の推進

健康福祉部会
・世代間交流事業、若者の定住促進
・食の安全安心
・リサイクルマナー向上運動

生活環境部会
・道路、河川、里山の整備及び安全対策の推進
・美化運動（クリーン作戦）
・植樹運動の推進

防災部会
・防災、防火訓練の実施
・災害時（洪水、台風）見回り
・災害時要援護者対策（避難訓練、マップ作り）

平成22年度　名田島自治会連合会予算書

自治会費

補 助 金

雑 収 入

前年度繰越金

合 計

会 議 費
負 担 金
事 務 費
備 品 費
交 際 費
交 通 費
研 修 費

総務部会

生涯学習部会
健康福祉部会

生活環境部会

防災部会
予 備 費
合 計

 621,200 562,800 △58,400

 
2,653,000 6,000,000 3,347,000

 1,000 56,000 55,000

 1,172,700 1,385,827 213,127

 4,447,900 8,004,627 3,556,727

 400,000 400,000 0
 50,000 50,000 0
 950,000 1,800,000 850,000
 200,000 300,000 100,000
 50,000 50,000 0
 100,000 100,000 0
 100,000 100,000 0

 500,000 950,000 450,000

 100,000 300,000 200,000
 200,000 300,000 100,000

 1,000,000 3,000,000 2,000,000

 200,000 200,000 0
 597,900 454,627 △143,273
 4,447,900 8,004,627 3,556,727

469世帯×1,200 562,800

地域づくり交付金 5,500,000
市道美化清掃補助 500,000
法人より 55,000
貯金利息 1,000

人件費、リース代、コピー代、その他

田園印刷代、花いっぱい運動、田園
マラソン補助、地区民体育大会、ふる
さとまつり補助、ホームページ開設

リサイクル研修
土木　法定外公共物、土木　単市土地
改良、市道美化、チップソー代、草刈機
防災訓練、その他

〔収入の部〕
21年度予算 22年度予算 比較増減 摘　　要

21年度予算 22年度予算 比較増減

（単位：円）

（単位：円）
摘　　要

〔支出の部〕

平成22年度
名田島自治会連合会事業計画

　

こ
の
度
、
田
園
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
、
地
域
の
皆
様
に
、
消
防
後
援

会
よ
り
一
言
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
消
防
後
援
会
に
は
、
一

方
な
ら
ぬ
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
頂
き

ま
し
て
、誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

古
い
会
則
で
す
が
二
十
三
年
二
月

二
十
五
日
施
行
の
山
口
市
名
田
島
消

防
後
援
会
の
会
則
を
抜
粋
し
掲
載
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 会

長　

佐
藤　
　

勉

消
防
後
援
会

第
一
条本

会
は
山
口
市
名
田
島
消
防
後

会
と
称
し
、
事
務
所
を
名
田
島
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
置
く
。

第
二
条本

会
は
名
田
島
消
防
団
の
組
織

の
充
実
、
器
材
の
整
備
を
図
る
と

共
に
消
防
団
員
の
優
遇
の
途
を
講

じ
、
常
に
向
上
改
善
を
促
す
等
専

ら
其
の
後
援
を
為
す
を
以
っ
て
目

的
と
す
る
。

第
五
条役

員
は
、
会
長
一
名
・
副
会
長

一
名
・
評
議
員
十
三
名

第
九
条

　

本
会
の
役
員
は
名
誉
職
と
し
任

期
は
、
二
ヵ
年
と
す
る
。
但
し
再

任
を
妨
げ
ず
。

第
十
八
条

　

本
会
の
経
費
は
会
費
、
寄
付
金

其
の
他
の
収
入
を
以
っ
て
之
に
充

て
る
。

　

今
後
と
も
消
防
後
援
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

活動方針

名田 業計画
平成

収入の部

付
金

に
充

〔収
画

に
充

ろ
し

算書

　要
（単位：円）

防
後

島
地
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役 員 紹 介

山
口
市
は
、
市
内
各
地
域
の
地
域
づ
く
り
活
動
を
充

実
さ
せ
る
た
め
、
平
成
21
年
度
に
「
名
田
島
公
民
館
」

か
ら
「
名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
組
織
と
名
称

を
変
更
し
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、「
住
民
の
皆
様
が
主
人
公
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
さ
ら
に
進
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
支
援
策
と
し

て
、「
地
域
づ
く
り
交
付
金
制
度
」
が
創
設
さ
れ
、
市

内
21
地
域
に
交
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
交
付
金
は
、
安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
・
青
少
年

の
健
全
育
成
・
環
境
保
全
・
健
康
福
祉
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
、
自
治
会
連
合
会
が
実
施
さ
れ
る
様
々
な
事
業
や
、

地
区
民
体
育
大
会
・
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
な
ど
の
行
事
の

財
源
と
し
て
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

従
来
は
、地
域
か
ら
の
要
望
を
市
の
担
当
課
が
審
査
・

選
別
し
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
、

連
合
会
が
主
体
と
な
り
、
計
画
か
ら
実
施
ま
で
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
た
使
い
方
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
新

た
な
「
名
田
島
自
治
会
連
合
会
」
に
は
、
地
域
内
の
ほ

と
ん
ど
の
団
体
が
加
入
し
て
お
ら
れ
ま
す
か
ら
、
今
ま

で
以
上
に
皆
様
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
思
い
ま
す
。
名
田
島
地
域
の
活
性
化
を
よ
り
促
進
で

き
る
使
い
方
を
皆
様
で
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

私
は
、
今
年
４
月
に
地
域
担
当
職
員
と
し
て
、
名
田

島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
ま
で
、
住
民
の
皆
様
の
地
域
活
動
へ
の
取
り
組

み
を
拝
見
し
、
名
田
島
を
愛
す
る
強
い
気
持
ち
に
裏
づ

け
ら
れ
た
そ
の
情
熱
と
、
行
動
力
に
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
名
田
島
を
も
っ
と
も
っ
と
住
み
よ
く
豊
か
な

地
域
に
し
て
い
く
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
事

に
感
謝
し
、
力
一
杯
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　

地
域
担
当　

横
沼　
　

浩

名
田
島
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

会 長

副 会 長

副 会 長

会 計

監 事

監 事

自治委員（新開作東）

自治委員（向山下）

婦人会

自治委員（向山中）

防犯対策協議会

消防後援会

藤山　光美
岡本　紀稔
松永　君子
宮崎　祥治
中村　治美
佐藤　　勉

総務 部
　 〃 　

生涯学習部
〃

健康福祉部
〃

会　長
副会長
委 員
〃
〃
〃
〃
〃
会 長
副会長
委 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
会 長
副会長
委 員
〃
〃

生活環境部
〃

防 災 部

顧 問
参 与
事 務 局

委 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
会 長
副会長
委 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
会　長
副会長
委 員
〃

自治委員（西開作上）

自治委員（島下）

会長

副会長

副会長

会計

社会福祉協議会

地域交流センター運営協議会

自治委員（向山下）

青少年健全育成地区民会議

自治委員（東開作）

自治委員（昭和西）

地域交流センター運営協議会

社会教育後援会

婦人会

人権教育推進協議会

体育協会

コミュニティクラブ

地域交流センター利用団体

子ども会育成連絡協議会

小学校

小学校教育振興会

小学校体育施設連絡調整会議

幼稚園

幼稚園三葉会

自治委員（新開作沖）

自治委員（昭和東）

自治委員（島上）

社会福祉協議会

民生委員児童委員協議会

三浦　功次
井本　安臣
藤山　光美
岡本　紀稔
松永　君子
宮崎　祥治
林　　政雄
木村　恒之
岡本　紀稔
中村　芳男
新谷　貫司
西　 正文
木村　恒之
金子　和正
松永　君子
山根　義彦
田中　雅史
田中　英照
福島みゆき
山下　　宏
守田　恭子
山田　満徳
保坂　孝男
古川　恵子
藤本　純和
福永　立美
渡辺紳一郎
末岡　範親
林　 政雄
渡邊　恒雄

福祉員協議会

老人クラブ連合会

高齢者生きがいセンター

母子健康推進協議会

母子寡婦福祉会

みどりの会

更生保護女性会

食生活改善推進協議会

自治委員（西開作下）

自治委員（新開作西）

自治委員（向山上）

防犯対策協議会

交通安全対策協議会

山口中央農協名田島支所

椹野川東土地改良区

山口市農業委員

郵便局

山口南総合センター

防災委員（昭和東）

市消防団川東方面隊第３分団

炊き出し委員（島下）

消防後援会

前々会長

前教育部会長

神田　満子
石川　秋彦
開地　和子
亀井ひろ子
田中　澄子
宮崎美智子
徳永　義子
山根　悦子
福田　啓亮
秋本　安男
福島　宏明
中村　治美
浅原　利夫
浅川　雅浩
河村　博次
田中　省治
岡村　陽司
丹後　英樹
中村　芳男
末永　林万
池辺　明子
佐藤　　勉

大林　基宏
田中　敏昭
田中　澄子

地域交流センター
所　長
主　幹

小野　　悟
横沼　　浩
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